
項目 運営指導において指摘の多い事項 改善のポイント

【運営規程】
運営についての重要事項に関する規程
を定めていない。

●各事業所ごとに定めておく必要な規程です。必ず定めてください。
⑴　事業の目的及び運営の方針
⑵　従業者の職種、員数及び職務内容
⑶　利用定員
⑷　指定短期入所生活介護の内容及び利用料その他の費用の額
⑸　通常の送迎の実施地域
⑹　サービス利用に当たっての留意事項
⑺　緊急時等における対応方法
⑻　非常災害対策
⑼　虐待の防止のための措置に関する事項
⑽　その他運営に関する重要事項

●以下　記載が望ましい事項となります。
◇事業者・事業所の概要（名称、所在地、連絡先）
◇事故発生時の対応　　 ◇地域との連携　　 ◇個人情報保護　　◇業務継続計画等の策定等
◇衛生管理等　　　　　　　◇苦情処理　　　　　◇秘密保持等

【利用料等の受
領】

日常生活においても通常必要となるも
のに係る費用であって、その利用者に負
担させることが適当と認められないもの
を利用者に負担させている。

●費用徴収ができる場合は、利用者の希望によって、身の回り品又は教養娯楽として日常生活に必要なものを事業者
が提供する場合となります。

●寝具代及び洗濯代は日常生活費に含まれているので、事業所で負担すべきものです。（利用者の個別事由によらな
い洗濯代を徴収することはできません。）

●刻み食、ミキサー食にかかる手間は食費に含まれています。別途徴収をしてはいけません。

●サービス提供に必要な車いすなどの福祉用具は原則、事業所が用意するものであり、利用者に負担させてはなりま
せん。

【短期入所生活
介護計画の作
成】

管理者が、他の従業者と協議の上、短
期入所生活介護計画を作成していな
い。

●短期入所生活介護計画は利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえて、他の従業者と協議し
て作成してください。

●記録等から協議したこと及びその内容が確認できるようにしてください。

短期入所生活介護（令和5年度）
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【非常災害対策】
非常災害に関する具体的計画を立て、
定期的に避難、救出、その他必要な訓
練を行っていない。

●訓練を行った際には記録を作成し、当該訓練を行ったことが確認できるようにしてください。

●計画については、下記の項目を記載してください。
①　介護保険施設等の立地条件（地形　等）
②　災害に関する情報の入手方法（「避難準備・高齢者等避難開始」等の情報の入手方法の確認　等）
③　災害時の連絡先及び通信手段の確認（自治体、家族、職員　等）
④　避難を開始する時期、判断基準（「避難準備・高齢者等避難開始発令」時　等）
⑤　避難場所（市町村が指定する避難場所、施設内の安全なスペース　等）
⑥　避難経路（避難場所までのルート（複数）、所要時間　等）
⑦　避難方法（利用者ごとの避難方法（車いす、徒歩等）等）
⑧　災害時の人員体制、指揮系統、（災害時の参集方法、役割分担、避難に必要な職員数　等）
⑨　関係機関との連絡体制　等

相当期間（概ね4日間）以上にわたり継
続して入所する利用者に対して、短期入
所生活介護計画を作成していない。又
は、作成しているものの、その内容につ
いて利用者又はその家族に対し説明
し、同意を得ていない、あるいは交付し
ていない。

●短期入所生活介護計画にはサービスの目標、当該目標を達成するための具体的なサービスの内容を記載すること。
またその内容を利用者または家族へ説明し、同意を得てください。

●短期入所生活介護計画に「交付」の文言を入れるなどしたうえで利用者の署名を得たり、支援経過に交付した旨を記
載したりすることで、当該計画を利用者に交付したことが確認できるようにしてください。

介護予防短期入所生活介護計画に
サービス提供を行う期間等を記載してい
ない。

●サービス提供を行う期間等を記載した介護予防短期入所生活介護計画を作成してください。

介護報酬の算定
【緊急短期入所
受入加算】

緊急に対応すべき利用者と確認できな
い利用者に短期入所生活介護介護を
行った。

●あらかじめ、担当する指定居宅介護支援事業所の介護支援専門員が緊急の必要性及び利用を認めていることを確
認してください。やむを得ない事情により、事後に介護支援専門員により当該サービス提供が必要であったと判断された
場合は加算の算定は可能となります。

●緊急利用した者に関する利用の理由、期間、緊急受入れ後の対応などの事項を記録しておくこと。また、緊急利用者
にかかる変更前後の居宅介護サービス計画を保存するなどして、適正な緊急利用に努めてください。

【短期入所生活
介護計画の作成
について】
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介護報酬の算定
【医療連携強化
加算】

あらかじめ指定短期入所生活介護の提
供開始時に利用者に説明し、主治の医
師との連携方法や搬送方法も含め、急
変が生じた場合の対応について同意を
得ていない。

●あらかじめ協力医療機関を定め、当該医療機関との間に、利用者に急変等が発生した場合の対応についての取り決
めを行ってください。また、当該取り決めの内容については、指定短期入所生活介護の提供開始時に利用者に説明し、
主治の医師との連携方法や搬送方法も含め、急変が生じた場合の対応について同意を得ていること。当該同意につい
ては、文書により同意を得てください。

介護報酬の算定
【個別訓練機能
加算】

機能訓練指導員等が共同して個別機能
訓練計画を作成していない。

●機能訓練指導員、看護職員、介護職員、生活相談員その他の職種の者が共同して作成してください。

●共同して作成したことが確認できるようにしてください。

介護報酬の算定
【サービス提供
体制強化加算】

算定要件に該当する職員の割合（常勤
換算方法により算出した前年度（3月を
除く）の平均）を把握せず算定している。

●算定要件に該当する職員の割合（常勤換算方法により算出した前年度（3月を除く）の平均）を適切に算出・確認し、算
定根拠となる職員の割合を記録し、保管してください。

介護報酬の算定
【夜勤職員配置
加算】

加算要件である夜勤必要者数を満たし
ていないにもかかわらず、加算を算定し
ていた。

●暦月ごとに、夜勤を行う職員の数はきちんと把握し、一日平均夜勤職員数を暦月ごとに夜勤時間帯における延夜勤数
を、当該月の日数に16を乗じて得た数で除して算定してください。

介護報酬の算定
【生活機能向上
連携加算】
(介護予防）

個別機能訓練計画を作成していないな
ど、算定要件に適合していないにもかか
わらず算定していた。

●利用者の身体の状況等の評価を行った上で、個別機能訓練計画を作成してください。

●当該計画の進捗状況等を3月ごとに1回以上評価し、説明をし、必要に応じて訓練内容等を見直してください。

3 / 3 ページ


